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 要  旨 
 
オブジェクト指向は、現在の情報システム開発の様々な場面において、必須の
概念となっている。しかし、オブジェクト指向への正しい理解無しにオブジェク
ト指向言語の機能を用いても、再利用性などの利点を活かすことはできない。 
本研究では、オブジェクト指向の正しい理解を助けることを目的とした、教育
向けオブジェクト指向言語「Icla」の開発を行った。 
本研究では、物体の自動認識で用いられるRFIDタグが、それぞれ固有のIDを持
つことに注目した。「Icla」は、RFIDタグを、それぞれがアイデンティティを持
つオブジェクトのメタファとする。また、メッセージパッシングを表現する独自
の文法を持つ。 
また、本研究では、オブジェクト指向の理解を難しくする理由として、大規模
なシステム開発では効果が発揮される機能も、小規模な演習課題ではその利点を
体験できないことがあると考えた。 
例えば、「Icla」では、定義済みのオブジェクトに対応するRFIDタグを、一定
の属性に設定していくだけでも簡単なプログラムを作成できる。これにより、再
利用性の利点を実感できる。 
また、複数のオブジェクトからなるソフトウェアモジュールを作成し、それを
利用することを想定する。様々なオブジェクトやメソッドが多少複雑に入り組む
ことになっても、個人で全体を把握していれば、その問題に気が付きにくい。こ
れに対し、RFIDタグをオブジェクトと結び付けた場合、インタフェースが整理さ
れていないと非常に煩雑になる。これにより、利用者はカプセル化の利点を実感
することができる。 
これらのことにより、大規模なプログラムでなくても、オブジェクト指向の利
点を経験することができる。 
本研究では、機能評価により、プログラミング言語としての基本的な制御構造
や計算能力を持つことを確認した。また、オブジェクト指向言語として、継承、
カプセル化、多態性といった機能を持つことを確認した。そして、評価実験を実
施し、それらの利用方法が容易に学習可能であり、教育用途に適していることを
確認した。 
 
